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近年種々の修飾ポルフィリンが医療・分析などへ幅広く応用されている。当研究室ではポルフ

ィリン環のピロール部位の結合様式が変化した N-混乱ポルフィリン（NCP）や特異な縮環構造を

有する N-フューズポルフィリン（NFP）1)などの類縁体を創製し、その機能の展開を図っている。

NFPは縮環構造に由来する 1000 nmに及ぶ吸収／発光特性や、求核剤の反応により NCP誘導体

に変換する特異な反応性を有しており、生命科学分野への応用が期待できる。本研究では、我々

の研究室から報告した水溶性 NFP誘導体 2)を基盤に、より生体分子との相互作用に適した新規な

誘導体を設計・合成し、核酸やアミノ酸との相互作用・反応性の検討を行った。	
 

DNAのアニオン性のバックボーンとの相互作用が期待できるカチオン性の四級ピリジ二ウム

基 3)を導入したNFPを合成し、分光学的手法を用いて核酸及びアミノ酸との相互作用を評価した。

ヒトテロメアの四重鎖 DNA配列との相互作用を CD 測定により検討した結果、NFPは K+イオン依

存的な四重鎖構造を安定化する一方、Na+イオン依存的な四重鎖構造を異なる構造へと変換するこ

とが示唆された。	
 

	
 	
 	
 

 
 
 
 
 

図１ 
一方、求核性を有するシステインを添加した場合、水中・室温下で NFPの縮環部位が開環によ

る NCP誘導体の速やかな生成が吸収スペクトル変化や NCP由来の蛍光発光(785 nm)	
 から確認

された（図１）。この反応は生体チオール求核種の特異的センシングや NCPによる蛋白質の特異

的ラベリングなど、多様な応用展開が期待できる。	
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